
※原則、①～⑥の各欄に○印の記入がないと申請することができません

ﾁｪｯｸ

②原則として自宅外で生活をしている

③生活費・学費に占めるアルバイト収入の割合が高い

⑥既存支援制度(奨学金)に係る該当項目

民間支援
利用予定

★必要書類を確認チェック(手引きＰ７を確認して準備してください)

ﾁｪｯｸ

①家庭から生活費(授業料を除く)に対する多額の仕送りを受けていない

④家庭（両親のいずれか）の収入減少等により、家庭からの追加的支援が期待できない

様式３　学生支援緊急給付金申請要件確認チェック表
★「学びの継続」のための『学生支援緊急給付金』申請の手引きＰ５支給対象者の

要件（基準）該当するチェック欄に○印を記入してください

項　目 内　　　容

仕送りはなし

生活場所
保護者等と離れて暮らしている

保護者等と同居しているが、家庭から援助を受けていない

仕送り

年間80～50万の仕送りを受けている(予定)

年間50～20万の仕送りを受けている(予定)

年間20万以下の仕送りを受けている(予定)

アルバイト
収入割合

生活費・学費の25％未満

生活費・学費の25％～50％未満

生活費・学費の50％～75％未満

生活費・学費の75％～100％

給付型奨学金の対象外であるが、第一種奨学金(無利子奨学金)の限度
額まで利用している者又は利用を予定している者

アルバイトの収入が減少したが、仕送りの追加は期待できない。

⑤コロナ感染症の影響でアルバイト収入が50％以上減少している

　※2020年1月から5月までの期間に大きく減少した月を基準とします

50％以上減少した月があった(2年生以上)

アルバイトを予定していたが、アルバイトの機会・時間数が少なく想定していたア
ルバイト収入が50％以上減少した(1年生)

⑥既存支援制度(奨学金)のいずれかに該当する

要件を満たさないため給付型奨学金または第一種奨学金(無利子奨学
金)を利用できないが、民間を含め申請が可能な支援制度の利用を予定
している者

記載例　○：提出可、△：後日提出可、×：提出不可

①家庭から生活費に対する多額の仕送りを受けていない

②原則として自宅外で生活をしている

③生活費・学費に占めるアルバイト収入の割合が高い

④家庭の収入減少等により、家庭からの追加的支援が期待できない

⑤コロナ感染症の影響でアルバイト収入が大幅に減少している

給付型
奨学金
受給者

第一区分を受給している

第二区分を受給している

第三区分を受給している

第二区分または第三区分を受給しており、第一種奨学金(無利子奨学
金)を併給していて、限度額まで利用している者又は予定している者

第一種
奨学金
受給者

給付型奨学金に申込みをしている者または利用を予定している者で
あって、第一種奨学金(無利子奨学金)の限度額まで利用している者又
は予定している者


